
　何
百
年
も
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
埋
も
れ
て
い
た
寺
院
や
王
宮
、
そ
の
石

造
物
に
、
根
を
か
ら
ま
せ
て
そ
び
え
立
つ
木
々
の
生
命
力
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の
破
壊
の
歴
史
、
内
戦
が
終
わ
っ

て
ま
だ
20
年
ほ
ど
し
か
経
っ
て
い
な
い
事
、
国
と
し
て
の
貧
し
さ
な

ど
、
ガ
イ
ド
を
通
し
て
様
々
な
話
を
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ラ
オ
ス
の
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
で
は
、

夜
明
け
前
か
ら
「
ア
マ
ン
タ
カ
」
前
の
歩
道
に
ゴ
ザ
を
敷
い
て
座
り
、

毎
朝
行
わ
れ
る
僧
侶
の
托
鉢
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
メ
コ
ン

川
の
ク
ル
ー
ズ
。
ア
マ
ン
の
ボ
ー
ト
は
内
装
も
シ
ッ
ク
で
豪
華
。
も

ち
ろ
ん
、
二
人
だ
け
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
で
す
。

　内
容
の
濃
い
観
光
に
加
え
て
、
ア
マ
ン
の
細
か
い
所
ま
で
行
き
届

い
た
心
配
り
と
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
高
さ
に
は
、
大
変
感
激

し
ま
し
た
！

　「貧
し
い
国
に
こ
ん
な
贅
沢
な
旅
行
を
…
」
と
多
少
た
め
ら
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ア
マ
ン
で
働
い
て
い
る
人
や
ガ
イ
ド
を
通
し
て
、
人
々

の
暮
ら
し
を
知
る
事
が
出
来
た
の
は
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　い
つ
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま
た
是
非
ア
マ
ン
に
滞
在
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　次
回
は
、
ボ
ル
ブ
ド
ゥ
ー
ル
？

　ブ
ー
タ
ン
？

アンコール遺跡（シェムリアップ）

私
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
旅

　結
婚
30
周
年
を
記
念
し
て
、
か
ね
て
よ
り
一
生
に
一
度
は
滞
在
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
憧
れ
の
ア
マ
ン
リ
ゾ
ー
ツ
（
以
下
ア
マ
ン
）

に
行
く
事
に
し
ま
し
た
。

　ア
ジ
ア
を
中
心
に
23
も
あ
る
ア
マ
ン
の
中
か
ら
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
、
ラ
オ
ス
の
古
都
を
選
び
、
一
週
間
の
旅
を
岩

崎
さ
ん
に
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　ま
ず
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
経
由
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
へ
。

小
さ
な
空
港
に
降
り
立
つ
と
、
笑
顔
の
ア
マ
ン
・
ボ
ー
イ
と
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
カ
ー
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
車
に
揺
ら
れ
て
、「
ア
マ
ン
サ
ラ
」

に
到
着
。

　ア
マ
ン
の
最
も
素
晴
ら
し
い
点
は
、
そ
の
町
に
初
め
て
滞
在
す
る

の
か
ど
う
か
、
ま
た
滞
在
日
数
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ス
ト
に

ベ
ス
ト
と
思
わ
れ
る
観
光
プ
ラ
ン
が
組
ま
れ
て
い
る
事
で
す
。

（
も
ち
ろ
ん
、
変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
も
可
能
で
す
。）

　そ
の
プ
ラ
ン
で
、
夕
方
か
ら
専
属
の
ガ
イ
ド
と
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
で
、

丸
二
日
間
の
遺
跡
巡
り
を
し
ま
し
た
。

リ
バ
テ
ィ
ヒ
ル
ク
ラ
ブ
で
は
、
国
内
・
海
外
問
わ
ず
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
か
ら
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ま
で
様
々
な
旅
行
の
手
配
を
お
手
伝
い

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
特
に
多
く
の
メ
ン
バ
ー
様
か
ら
ご
好
評
頂
い
て
い
る
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
旅
」
を
特
集
致
し
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
の
旅
と
ア
マ
ル
フ
ィ
と
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
の
旅
を
さ
れ
た
会
員
様
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

（
編
集
担
当
：
リ
バ
テ
ィ
ヒ
ル
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　岩
崎
治
幸
）

ア
マ
ン
リ
ゾ
ー
ツ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
高
さ
に
感
動

Feature
特集

第１日目 成田▶ホーチミン▶シェムリアップ（空路）
第２日目 シェムリアップ滞在、「アマンサラ」泊
第３日目 シェムリアップ滞在、「アマンサラ」泊
第4日目 シェムリアップ▶ルアンパバーン（空路）
第5日目 ルアンパバーン滞在、「アマンタカ」泊
第６日目 ルアンパバーン滞在、「アマンタカ」泊
第7日目 ルアンパバーン▶ハノイ（空路）
第８日目 ハノイ▶成田（空路）

1送迎用のクラシック・ベンツ2遺跡を侵食する樹
木（タ・プローム、アンコール遺跡）3ワット・シェン
トーン4僧侶の托鉢を体験
1～2：シェムリアップ（カンボジア）、3～4：ルアンパバーン
（ラオス）

日程表（概略）
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1

アマン（平和）とセラバダ仏教の教本にある仏陀の教えを意味するティピタカのタカの由来する「アマンタカ」（ルアンパバーン、ラオス）

かつてはカンボジア国王・シアヌークの来賓用のヴィラをアマングループが
ホテルへと変貌させた「アマンサラ」（シェムリアップ、カンボジア） Club Information  0203  Club Information
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６
月
23
日
か
ら
９
日
間
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
・
ア
マ
ル
フ
ィ
滞

在
と
イ
ギ
リ
ス
・
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
観
戦
の
旅
に
出
掛
け
ま
し
た
。

＊

　
最
初
の
目
的
地
、
ア
マ
ル
フ
ィ
へ
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら

小
型
機
へ
乗
継
ぎ
、
一
旦
ナ
ポ
リ
に
宿
泊
。
翌
朝
、
ホ
テ
ル
の
最

上
階
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
眼
下
に
広
が
る
ナ
ポ
リ
湾
を
眺
め

な
が
ら
朝
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ア
マ
ル
フ
ィ
へ
専
用
車
で
向
か
う
途
中
、
ナ
ポ
リ
市
街
を
観
光

し
ま
し
た
が
、
歴
史
的
な
建
物
が
多
い
だ
け
に
、
日
本
語
ガ
イ
ド

に
よ
る
解
説
は
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
昼
食
に
立
ち
寄
っ

た
ポ
ジ
タ
ー
ノ
の
山
頂
で
味
わ
う
ピ
ッ
ツ
ァ
や
パ
ス
タ
は
、
流
石

本
場
の
味
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
海
と
断
崖
絶
壁
の
間
を
走
る
カ
ー
ブ
の

多
い
難
所
。
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
の
約
１
時
間
半
。

そ
れ
で
も
、
バ
ス
や
カ
ッ
プ
ル
の
ス
ク
ー
タ
ー
も
私
達
と
同
じ
ス

ピ
ー
ド
で
走
っ
て
い
る
か
ら
驚
き
で
す
。

　
よ
う
や
く
到
着
し
た
ア
マ
ル
フ
ィ
で
は
、
ホ
テ
ル
の
屋
上
の
プ
ー

ル
で
泳
い
だ
り
、
ク
ル
ー
ザ
ー
で
ポ
ジ
タ
ー
ノ
に
行
っ
た
り
と
、

す
っ
か
り
寛
い
で
過
ご
し
ま
し
た
。
カ
プ
リ
島
で
は
、
青
の
洞
窟

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
食
に
関
し
て
言
え
ば
、
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
海
や

山
の
幸
等
、
食
材
を
生
か
し
た
お
料
理
は
、
や
は
り
現
地
で
な
け

れ
ば
味
わ
え
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

＊

　
次
の
目
的
地
、
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
へ
は
、
ア
マ
ル
フ
ィ
か
ら

ナ
ポ
リ
へ
戻
り
、
空
路
約
３
時
間
で
現
地
入
り
。

　
翌
日
、
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
等
で
ナ
ダ
ル
、
マ
レ
ー
、
錦
織
圭
、

添
田
豪
と
い
っ
た
国
内
外
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
テ
ニ
ス
観
戦
を
楽
し

み
ま
し
た
。
間
近
で
観
る
試
合
は
、
緊
張
感
が
違
い
ま
す
ね
!

　
試
合
の
合
間
は
、
V
I
P
ル
ー
ム
（Gatsby  Club

）
で
シ
ャ
ン

ペ
ン
や
オ
ー
ド
ブ
ル
を
頂
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
友
人
と
食

事
の
約
束
が
あ
り
、
途
中
で
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
セ
ル
フ
リ
ッ
ジ
デ
パ
ー
ト
に
も
訪
れ
ま
し
た
が
、
世
界
最
高
の

百
貨
店
と
し
て
二
度
も
受
賞
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
本
当
に
素
敵

で
す
ね
。
ま
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ス
ト
リ
ー
ト
も
、
ユ
ニ
オ

ン
ジ
ャ
ッ
ク
の
旗
!
旗
!
旗
!
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
の
、
と
て

も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

＊

　
ア
マ
ル
フ
ィ
と
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
と
い
う
テ
ー
マ
の
異
な
る
旅

も
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
だ
か
ら
こ
そ
実
現
出
来
た
プ
ラ
ン
。
今
回

の
旅
の
日
程
表
を
作
成
し
て
下
さ
っ
た
岩
崎
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

写真提供：ウィンブルドンエクスペリエンス

写真提供：ウィンブルドンエクスペリエンス

アマルフィでは、海と港、そして、市街を一望に見渡せる、ホスピタリティに定評のある「マリーナ・リヴィエラ」に宿泊。アマルフィから、ウィンブルドンへ。センターコートでのテニス観戦。

ア
マ
ル
フ
ィ
滞
在
、ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
観
戦
と
い
う
異
色
の
旅
を
満
喫

【
特
集
】私
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
旅

日程表（概略）

第１日目 成田▶フランクフルト▶ナポリ（空路）
第２日目 ナポリ観光後、ポジターノを経て、アマルフィへ（専用車）
第３日目 アマルフィ滞在
第4日目 ソレントへ（専用車）。カプリ島へ（ジェットフォイル）。
第5日目 アマルフィ▶ナポリ（専用車）▶ロンドン（空路）
第６日目 ロンドン滞在、ウィンブルドン観戦（センターコート）
第7日目 ロンドン滞在
第８日目 ロンドン▶成田へ（空路）
第9日目 成田着

「Gatsby Club」で過ご
す極上のウィンブルドン
観戦。ウィンブルドン名物
のストロベリークリームと
シャンパン。

リバティヒルバケーション
TEL: 03-3723-1500　FAX: 03-3723-8788
〒152-0035 東京都目黒区自由が丘３丁目１７番１号
 リバティヒルビル２階
東京都知事登録旅行業第3-5278号
総合旅行業務取扱管理者　岩崎 治幸
e-mail : iwasaki@libertyhill.co.jp

５回目を迎える“LHV TRAVELER”の特集として、今回は、多くのお客様の中から、特に印象に残ったディスティネーションへ行かれた方の旅行記です。
リバティヒルクラブの会員様は、旅慣れた方が多く、私もまだ手配した事のない“未知の世界”への関心が高く、日々勉強させて頂いております。
弊社では、お客様のご希望される旅のテーマに沿った、オリジナルの旅をご提案しております。

オーダーメイドの旅はLHVへ 様々な情報をこれからも発信して参ります。ぜひご覧下さい。
http://www.libertyhillvacations.co.jp/
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●気軽にシャトー訪問！　～フランス・ボルドーとサンテミリオンでクラシックワインと仏料理～
●ブルゴーニュを駆け抜ける！　～ディジョン・ボーヌ・リヨンでフランスを飲んで食べて大満足～
●奇跡の島々！　～ハワイ島のナチュラリスト・エコツアーガイドと歩くディープハワイエコツアー～
●スコットランドリンクスへの挑戦！　～セントアンドリュースオールドコースでゴルフ三昧～
●大人のプレーヤーも大歓迎！　～フロリダのIMGテニスアカデミーでレッスン体験～

さあ、旅へ出掛けましょう。皆様のオーダーメイドの旅創りのお手伝いをさせて頂ければ幸いです。

例えば、こんな旅はいかがでしょうか？
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６
月
23
日
か
ら
９
日
間
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
・
ア
マ
ル
フ
ィ
滞

在
と
イ
ギ
リ
ス
・
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
観
戦
の
旅
に
出
掛
け
ま
し
た
。

＊

　
最
初
の
目
的
地
、
ア
マ
ル
フ
ィ
へ
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら

小
型
機
へ
乗
継
ぎ
、
一
旦
ナ
ポ
リ
に
宿
泊
。
翌
朝
、
ホ
テ
ル
の
最

上
階
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
眼
下
に
広
が
る
ナ
ポ
リ
湾
を
眺
め

な
が
ら
朝
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ア
マ
ル
フ
ィ
へ
専
用
車
で
向
か
う
途
中
、
ナ
ポ
リ
市
街
を
観
光

し
ま
し
た
が
、
歴
史
的
な
建
物
が
多
い
だ
け
に
、
日
本
語
ガ
イ
ド

に
よ
る
解
説
は
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
昼
食
に
立
ち
寄
っ

た
ポ
ジ
タ
ー
ノ
の
山
頂
で
味
わ
う
ピ
ッ
ツ
ァ
や
パ
ス
タ
は
、
流
石

本
場
の
味
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
海
と
断
崖
絶
壁
の
間
を
走
る
カ
ー
ブ
の

多
い
難
所
。
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
の
約
１
時
間
半
。

そ
れ
で
も
、
バ
ス
や
カ
ッ
プ
ル
の
ス
ク
ー
タ
ー
も
私
達
と
同
じ
ス

ピ
ー
ド
で
走
っ
て
い
る
か
ら
驚
き
で
す
。

　
よ
う
や
く
到
着
し
た
ア
マ
ル
フ
ィ
で
は
、
ホ
テ
ル
の
屋
上
の
プ
ー

ル
で
泳
い
だ
り
、
ク
ル
ー
ザ
ー
で
ポ
ジ
タ
ー
ノ
に
行
っ
た
り
と
、

す
っ
か
り
寛
い
で
過
ご
し
ま
し
た
。
カ
プ
リ
島
で
は
、
青
の
洞
窟

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
食
に
関
し
て
言
え
ば
、
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
海
や

山
の
幸
等
、
食
材
を
生
か
し
た
お
料
理
は
、
や
は
り
現
地
で
な
け

れ
ば
味
わ
え
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

＊

　
次
の
目
的
地
、
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
へ
は
、
ア
マ
ル
フ
ィ
か
ら

ナ
ポ
リ
へ
戻
り
、
空
路
約
３
時
間
で
現
地
入
り
。

　
翌
日
、
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
等
で
ナ
ダ
ル
、
マ
レ
ー
、
錦
織
圭
、

添
田
豪
と
い
っ
た
国
内
外
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
テ
ニ
ス
観
戦
を
楽
し

み
ま
し
た
。
間
近
で
観
る
試
合
は
、
緊
張
感
が
違
い
ま
す
ね
!

　
試
合
の
合
間
は
、
V
I
P
ル
ー
ム
（Gatsby  Club

）
で
シ
ャ
ン

ペ
ン
や
オ
ー
ド
ブ
ル
を
頂
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
友
人
と
食

事
の
約
束
が
あ
り
、
途
中
で
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
セ
ル
フ
リ
ッ
ジ
デ
パ
ー
ト
に
も
訪
れ
ま
し
た
が
、
世
界
最
高
の

百
貨
店
と
し
て
二
度
も
受
賞
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
本
当
に
素
敵

で
す
ね
。
ま
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ス
ト
リ
ー
ト
も
、
ユ
ニ
オ

ン
ジ
ャ
ッ
ク
の
旗
!
旗
!
旗
!
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
の
、
と
て

も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

＊

　
ア
マ
ル
フ
ィ
と
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
と
い
う
テ
ー
マ
の
異
な
る
旅

も
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
だ
か
ら
こ
そ
実
現
出
来
た
プ
ラ
ン
。
今
回

の
旅
の
日
程
表
を
作
成
し
て
下
さ
っ
た
岩
崎
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

写真提供：ウィンブルドンエクスペリエンス

写真提供：ウィンブルドンエクスペリエンス

アマルフィでは、海と港、そして、市街を一望に見渡せる、ホスピタリティに定評のある「マリーナ・リヴィエラ」に宿泊。アマルフィから、ウィンブルドンへ。センターコートでのテニス観戦。

ア
マ
ル
フ
ィ
滞
在
、ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
観
戦
と
い
う
異
色
の
旅
を
満
喫

【
特
集
】私
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
旅

日程表（概略）

第１日目 成田▶フランクフルト▶ナポリ（空路）
第２日目 ナポリ観光後、ポジターノを経て、アマルフィへ（専用車）
第３日目 アマルフィ滞在
第4日目 ソレントへ（専用車）。カプリ島へ（ジェットフォイル）。
第5日目 アマルフィ▶ナポリ（専用車）▶ロンドン（空路）
第６日目 ロンドン滞在、ウィンブルドン観戦（センターコート）
第7日目 ロンドン滞在
第８日目 ロンドン▶成田へ（空路）
第9日目 成田着
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